
令和5年4月受付分公表
番号 件名 市民の声（要旨） 市の回答 問い合わせ先

1
選挙管理委員会
の姿勢

選挙立ち会い人の依頼について不安定なシステムが
ある。かつてから指摘しているが、なんら検討して
いただけない。このままだと立ち会い人の受け手が
なくなります❗いつまで今のやり方にこだわるつもり
ですか❗

　お問合せいただきました、投票立会人の依頼について
は、現在、自治会長様に推薦依頼書として「投票立会人の
推薦について」をお送りし、会員からの選出をしていただ
くといった流れとなっています。その依頼書には、投票立
会人の資格や職務等が簡単に記載されている程度となって
います。
　4月5日にもお電話をいただいておりましたが、今後は投
票立会人選任依頼の際、自治会長様にさらに丁寧な資料を
お渡しし、投票立会人に理解していただいた上承諾を得る
ようにつとめていきたいと思っております。
　今後も引き続きご理解とご協力をお願い申し上げます。

選挙管理委員会事
務局
電話：53－4411

2
松阪市保有地の
件

松阪市が保有する不動産があると思います
そこで土地で更地のものを教えて下さい
1.所在地　面積　更地の状態
　尚教育委員会etc管理を除く、含む地域振興局管理
松阪市保有地の駐車場も空が多数ありますが所有地
を有効活用して税外収入の確保が必要とおもいます

　ご意見をいただきました松阪市の保有する土地のうち更
地についてですが、現在松阪市ではホームページにて売却
可能な物件を一覧で公開しておりますのでそちらをご確認
いただければと思います。
　これらの土地は、問い合わせに応じて随時一般競争入札
による売り払いや賃貸借を行っております。最近では令和
3年度に一般競争入札で１件の土地を売却しております。
　また、賃貸借契約により土地の貸付を行っている物件も
ございます。
　今後も市の保有する土地を有効活用していけるよう努め
て参ります。

財務課
電話：53-4322
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3

高齢者の移動手
段をどう確保し
ていただくか。
さらなる検討を
よろしくお願い
いたします。

さて県内では民間路線バス撤退が続いております
公共交通空間地域解消に向けた取組としては定時定
路型、オンデマンド型、同型の乗り合いタクシー事
業型、人工知能（AI）を活用したオンデマンド型バ
スetcの試みがなされております。また市内でも住民
協がスーパーと協力して買物に利用するとかスクー
ルバスやデイケアの送迎バスの日中の活用、たとえ
ば総合病院への通院手段の活用も検討されるように
聞いております
定時定路線型と完全なオンデマンド型の間をどうす
るかを住民行政交通事業者が専門家を交えて、地域
の実情に沿った交通網を考える事期に来ているので
はないでしょうか
住民ニーズと費用対効果に見合った公共交通を考え
るべきではないでしょうか
住協が市民センター化の話しが進められております
そういった場での問題提起なり、又、市長さんが
色々な場で市民との語る会を開催されております
が、公共交通空白地域での語る会も必要ではないで
しょうか

　路線バスやタクシーなど公共交通を取り巻く環境は厳し
さを増し、それらに対応する様々な運行形態の移動手段が
導入されるなか、現在、松阪市では地域にとって望ましい
公共交通の姿を明らかにするマスタープランとしての役割
を果たす地域公共交通計画の策定に取り組んでいます。
　松阪市の公共交通の根幹である民間事業者が運行する路
線バス、タクシーは、高齢者の通院、買い物、高校生の通
学など地域住民にとって必要不可欠な移動手段ですが、利
用者数は減少傾向にあります。高校生が自宅から通学でき
なくなることは、地域の衰退に繋がるおそれがあることか
ら、路線バス、タクシーを公共交通の基軸として、移動手
段を確保、維持できるような交通体系を検討しています。
　また、高齢化や免許返納者の増加により、より便利な公
共交通を求める声が高まりをみせる昨今、高齢化、人口減
少が顕著で、タクシーが運行されていない飯高地域をモデ
ルに公共交通の再編に取り組んでいます。
見直しに際して、昨年度、飯高管内で、高校生以上すべて
の住民に「移動手段に関する市民アンケート」を実施した
ほか、地元住民に参集いただき住民協議会単位でワーク
ショップを開催するなど、地域の交通現況やニーズを確認
し、再編案を作成しています。
　今回、頂いた貴重なご意見は、関係各部署に情報を展開
させていただき、今後の交通政策の検討に繋げていきたい
と考えております。

商工政策課
電話：53-4184
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4
松阪市にも小中
学校の給食費無
償化の実施を！

２０２２年の出生数が初めて80万人を下回り、少子
化が深刻になるなか「岸田政権は異次元の少子化」
対策に向け踏み出そうとしている。夏の骨太の方針
で確定させる予定である
中部６県（愛知・岐阜・三重・長野・福井・滋賀）
の全２３８市町では、本年４月現在３６市町村で給
食費無償化を導入されている
三重では熊野市、大台町、いなべ市、志摩市、伊賀
市、南伊勢町６市町である。中部では２０１７年度
は８市町村、５年間で３倍以上増えた。
①提案―前回の国勢調査で３人きょうだいの児童生
徒は1,598人、４人きょうだい児童生徒は326人　計
1,924人に対する無償化を約5,000円×1,924人×10ヶ
月＝9,620万円（年内）
②提案―小学生約8000人×4600円×10ヶ月＝36,800
万円
③提案―中学生約3700人×5100円×10ヶ月＝18,870
万円
④提案（補助）
小学生36,800万円+18,870万円＝55,670万円÷2＝
27,835万円（保護者負担を半額に）
本声につきましては経営企画課、財務課、教委会担
当課及び市議会へ配布いただき、合議の上、返答い
ただきたい
令和５年度一般会計補正で執行部より臨時議会に提
案、審議の程をくわしく不承知ですが通過すれば規
則及び要綱を作成の上１０月施行の方向でご検討い
ただきたい。

　社会を取り巻く環境は、原油価格・物価高騰の影響か
ら、学校給食においても給食施設の光熱費などの管理運営
に伴う費用増加や食材価格の継続的な値上がりで大きな影
響が出ている現状です。
　松阪市では、保護者の方には学校給食における食材費の
みをご負担していただいておりますが、給食費の支払いが
困難な状況となった方へは、生活保護制度や就学援助制度
など、各種の給食費の助成を行うと共に一般家庭における
負担増についても認識しているところです。
　現在、給食費無償化については国の少子化対策の中で議
論がなされ、その方針が検討されています。給食費無償化
には多くの費用が恒久的に必要となることもご承知のこと
かと思いますが、市としては国の給食費無償化の動向に注
視しながら、必要な政策を停滞することなく行っていきま
す。
　今後も安全・安心な学校給食の提供に努めてまいります
ので、ご理解いただきますようよろしくお願いいたしま
す。

給食管理課
電話：61－1155
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5
「子ども食堂と
行政の関係

全国で〝こども食堂〟が増加しており、市内ではど
うかと。実態は市内１０放課後クラブで小学生のみ
の子ども食堂が開催　食材は保護者の方が用意され
実施されております
4/12「夕刊三重」に〝福祉に寄付総額４４１万円
松阪市に昨年度市民や団体などから３８件〟とあり
ました　寄付者に社会福祉　障害者福祉　児童福祉
老人福祉　交通遺児の５事業から選んでもらい充当
するとあります　子ども食堂は市の福祉自業ではあ
りませんが、事業者、団体が別途市や教育委員会に
寄付あるようです

　こども食堂は、松阪市内に地域団体、ＮＰＯ法人、ボラ
ンティア団体等がそれぞれの地区において運営をしていた
だいております。
　こども食堂に対する行政の支援としましては、三重県が
こども食堂の実施に必要となる経費を補助する補助金制度
を創設して事業の支援を行っております。また、助成金と
しましては、松阪市社会福祉協議会において子どもの居場
所づくり事業助成制度がございます。
　松阪市としましては、市広報にこども食堂の情報を掲載
し周知を図っているところです。ご意見をいただきまし
た、こども食堂に対する支援について今後も関係各課と情
報を共有し取り組んで参りたいと存じます。

こども支援課
電話：53-4198

6 市役所のトイレ

4/26　9：00ごろ、2F女性トイレ
・トイレの個室ドアが壊れている。閉めることはで
きるが。
・トイレの個室内　手荷物を掛ける金具がない。
早急に修理すべきではないでしょうか。
部品を入手すれば専門業者でなくても修理可能に見
えます。
来訪者に限らず、職員さんも不便を感じているので
は？

　ご指摘いただきましたトイレについて、現地を確認し早
速修理の手配をさせていただきました。
　今後もより多くの市民の方に喜んでいただけるよう、松
阪市役所本庁舎をはじめ多くの施設において、来庁者の方
の目線に立ち、どなたでも利用しやすい施設であるように
日々心がけ、最善を尽くしてして参ります。

財務課
電話：53-4322
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7

（R5.7.10追
加）

松阪市内の中学
生の制服の件

1.市内に１１中学校がありますが男女とも制服が決
められていると思います
　１１中学校の男女の制服を教えて下さい。
　又購入価格もおしえて下さい。

2.小生、鎌田中学の卒業生ですが、当時は男子は学
生服、女子はセーラー服でした。最近、新校舎にな
り男女共ブレーザーになりました。

3.近年、性差の少ないデザインのブレーザーが全国
的に採用されております。市内の中学校が同じもの
を採用することにより価格も安くなったとの報告も
あります。市内で居住地がかわっても同一の制服と
なり新たに制服を購入しなくてもよいわけです。

4.この1年、消費者物価指数もあがり大企業の家庭の
子は、経済的にめぐまれております。中小企業に働
く家庭や非正規の家庭は経済的厳しい状況です。
　市内の中学生の制服を男女ともブレザーで統一し
ていただくよう検討して下さい。

　まず、制服は、保護者の経済的負担を考え、安価で耐久
性があり、かつ安心安全であることが求められており、さ
らに体質や体形など、すべての子どもに配慮できる素材や
デザインが望まれます。また、統一することで、生徒間の
格差をなくし、学校全体の統一感を高めることにもつなが
ると考えております。
　本市における制服の状況ですが、各校、児童生徒、保護
者、教職員と協議を重ね、アンケートを取る等、様々な立
場の人の意見を十分に反映した上、子どもたちが中心とな
り決定をしております。
　市内11中学校のうち、ブレザータイプの制服を採用して
いるのは、西中学校と鎌田中学校の２校となっています。
近年、多様な個性に対応できる第３の制服を採用する中学
校が増加しており、生徒たちは、従来の制服または第３の
制服を選択できるようになっております。第３の制服は、
殿町・嬉野・久保・東部・飯南中学校の５校が採用してお
り、スーツタイプで、同デザインとなっております。上記
した学校以外も、採用に向けて検討していると聞いており
ます。価格は従来の制服と同価格程度と聞いております
が、教育委員会としては価格の把握はしておりません。
　市教育委員会といたしまして、制服の決定をはじめ、決
めごとや約束事は、各校が、児童生徒や保護者、地域の方
の意見を大切にし、決めていただくことが大切だと考えて
おります。それぞれの学校で決められたことに対し、必要
な支援と適切な指導を行ってまいりたいと考えています。

学校支援課
電話：53-4403


